
地理  2 2 中 1  社会 小テスト  その 2

アメリカの農業と工業
名前

月 日

世界の姿 日本の姿 気候と暮らし アジア州 ヨーロッパ州 アフリカ州 北アメリカ州 南アメリカ州 オセアニア州

今
日
の
問
い

アメリカ合衆国は、どのようにして世界有数の農業国・工業国になったのだろう。
5分で解こう。合格は80点。

時間 5分 合格 80点

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 穀物を世界中で取り引きする大企業を という。 (10点)

2 アメリカ合衆国の五大湖の周辺の農業では、 がさかんである。 (10点)

3 サンベルトでは、航空宇宙や などの工業が発展した。 (10点)

4 雨の少ない西部では、 の放牧がさかんである。 (10点)

5 グレートプレーンズなどでは、 がつくられている。 (10点)

6 五大湖の周辺のデトロイトは、 の都市として発展した。 (10点)

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 適地適作とは、地域の気候や土に合った作物を育てることである。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

8 センターピボットは、くみ上げた地下水を円形にまく装置である。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

9 サンベルトについて、正しいものを選びなさい。　( )

ア 五大湖の周辺の工業地域である イ 雨の少ない西部の放牧地帯である

ウ 北緯37度より南の温暖な地域で、1970年代ごろ

から工業が発展した

エ カナダとの国境にある地域である

(10点)

10 適地適作について、正しいものを選びなさい。　( )

ア 地域の気候や土に合った作物を育てること イ 大型機械で広い農地を経営すること

ウ 穀物を世界中で取り引きすること エ 肉牛を放牧すること (10点)

得点 / 100
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